











えられている（Matsuno et al. 2011）。カイアシ類は同海域の食物網において非常に重要であるため、これらの環境
の影響を定量化し、将来的な気候変動に対する応答を明らかにする必要がある。そこで本研究では、北部ベーリ
ング海およびチャクチ海におけるカイアシ類分布と海洋環境との関係を明らかにすることを目的とした。カイア













（Anadyr Water や Bering Shelf Anadyr Water）の組み合わせであった。また、北極海産小型種の個体数が多かった











Table 1. 最適モデル 
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 s(aTSR)+ s(PC1)+s(PC2)+s(PC3)+s(Chl.aUPP)+s(Chl.aBOT)+s(Bdepth)+ ɛ 92.4 0.94
	 s(aTSR)+ s(PC1)+s(PC3)+s(Chl.aUPP)+s(Chl.aBOT)+s(Bdepth)+ ɛ 89.9 0.88

 s(aTSR)+ s(PC1)+s(PC2)+s(PC3)+s(Chl.aBOT)+s(Bdepth)+ ɛ 75.3 0.38
  DevianceExplained (%)
